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2e6 原子は人工によりて墾諭す 天界　156
出することになったものと見えるのであります・α粒子の放出と同時に，反
動を凝りの原子に及ぼすのでありまして，爲めにα＼／β形にβの足跡を生
するのであります．若しニウトロンが衝突する爲で無く，自然にかNる崩壌
が起るならば，e．←・→βとαとβは一直線をなして破裂するのでありませう
が，ニウトロンの蓮動量のために角度が生するものと思はれるのであります．
從て適當に計算を致しますと，ニウトロンの蓮動量，反動原子の質量等が推
測され，この際起る感化學作用に就て其経緯を窺ふことが出來るのでありま
す．專門技術の討議の結果，これは窒素の中にニウトロンが入込んで其一員
となり，姫戸α粒子を放出し，後に新原子BI1を熱して安定すると云ふ事件
であると解繹されたのであbます．自口ちN］4＋n】〆＝＝aY＋B11／なる超化學
作用を生じたものと見るのが最も安當であると云ふのであります．一一meα粒
子の衝撃によってニウトロンがBltより放出されるL化學「は，其エネルギ1
關係から見てB11十He’i〆＝Ni’4＋nゾであると思はれますから，結局此際は，
B11十Ile4；≧N14＋nlなるし可逆丁丁「が起るものと見られるのであります・（績⇔
　　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　り
　二月1日から公文氏が宿舎に泊られる様になったので，宿舎は大士賑やかに
なる．術ほ同氏は今後天文毫で，毎日無線報時受信，時計比較，時刻天測等
を受け持たれる事：になった．
　14日の日食は南洋では快晴で大成功の由，詳細は柴田先生の遠征日誌を見
る事として，京都では甚だ不良な三塁であった．山本馬長は風邪氣にて熱の
あるのを押して山に來られた．爾ほ此の日は朝日新聞肚の繊三日として百裁
許りの人々が天文墓につめかけ大攣な騒ぎであった．
　昨年末野から市内に流行してみた感冒は今月中頃から山を襲ひ団員一ケ月
重の差こそあれ恨みなしに流行を追った次第である．殊に山本先生は日食の
日に無理をされた爲めか飴病を丁丁されたが，月末には山に來られる様にな
られ．た．　（1934・2・28）星見山人
　　　　　　　　　最近の花山ブレテン
　ブレテンは1921年12月12日天文同好會から創刊され，1929年7月3日（第154號）
よりは京都白藍大學天三下教室聾心となり，更に同年］1月7日（第160號）以來は花
山天丈皇螢行となったもので，目的は，天交學上の研究に必要な諸II文告，ニウス
及び論丈抜梓等を載せ，高級な國際的學術雑誌の鵬裁を備へてるる・創刊括袖，
用語は專ら英語であったが，合1933年末から編輯方針更新を期として，B本語を
も加へ，一舐園の研究者のため利便を護ることとなった・配布希望者は，郵券貼
布の封筒（宛名を記入）と，二二（毎月15鍍の割）とを東亜天国協會事務所に途られ
れば（襯測部員の資格を認めて）配布を受けることが出來る・
